
④
一
七
・
二
七
・
三
七
・
四
七
・
五
七
・
六
七
・
七
七
・
：
四
十
九
日

忌
中
（
き
ち
ゅ
う
・
己
の
心
に
当
た
ゑ
中
一
旬

一
周
忌
・
三
回
忌
・
七
回
忌
・
士
二
回
忌
・
十
七
回
忌
・
二
十
三
回
忌
・
二
十
五
回
忌
・
二
十
七
回
忌
・

三
十
三
回
忌
・
三
十
七
回
忌
・
四
十
三
回
忌
・
四
十
七
回
忌
・
五
十
回
忌
・
六
十
一
回
忌

③
開
運
忠
．
：
三
目
齋
・
見
王
斎

初
重
累
七

初
七
日
忌

二
七
日
忌

三
七
日
忌

四
七
日
忌

五
七
日
忌

六
七
日
忌

七
七
日
忌

年
忌
の
並
び
に
つ
い
て
癖
堅
子
の
七
刀
隠
れ
て
い
る
）

對
露
鯉
字
：
・
七
は
明
・
明
穂
の
意
・
次
の
僻
淳
暑
縁
沐
す
亀
七
同
息
：
・
数
参
十
の
カ
ズ
）
少
暑
命
嬰
の
７
．

石
・
八
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・
士
二
」
で
間
が
六
隼
恥
十
三
同
息
・
二
士
二
回
忌
・
三
十
三
同
宮
鱒
畢
の
七
手
と
一
膏
も

開
蓮
忌
法
事
の
起
源
感
『
釈
氏
要
覧
』
下
巻
の
雑
記
に
「
三
目
意
の
見
出
し
で
「
北
人
亡
す

三
日
に
必
ず
僧
を
招
い
て
法
事
を
行
恥
こ
れ

を
見
王
斎
と
い
蓮
２
に
あ
亙
専
諭
落
潟
露
盤
に
、
北
斉
の
梁
氏
が
死
に
臨
ん
で
、
妻
に
召
使
や
馬
を
殉
死
さ
せ
よ
と
遺
言
を
残
し
た
○
こ
の
た

め
召
使
い
が
殉
死
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
四
日
目
に
生
き
返
り
、
あ
の
世
で
の
体
験
を
話
し
た
．
冥
土
に
行
っ
て
主
人
が
鎖
に
つ
な
が
れ

苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
た
が
、
三
日
目
に
見
る
く
鎖
か
ら
解
か
れ
て
い
鋒
怜
そ
の
訳
を
き
く
貝
妻
子
者
が
死
後
三
日
目
に
僧
を
招
き
、
読
経

を
し
た
た
め
、
罪
障
は
消
滅
し
主
人
は
い
い
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
と
い
璋
兎
こ
の
話
か
ら
三
日
目
の
追
善
供
養
が
始
っ
た
と
い
わ
れ
ゑ

②
士
二
儲
信
仰
泌
墓
息
の
意
味
合
い
。
十
三
佛
の
事
は
、
零
弘
法
大
師
逆
修
日
記
事
』
に
始
め
て
説
か
れ
て
い
瓦

名
古
屋
の
宝
性
院
宥
沃
へ
り
つ
か
い
）
法
印
（
一
三
四
五
か
ら
一
四
二
◇
眞
舅
ホ

二
十
五
は
七
・
六
十
一
で
七
で
あ
》
Ｑ

２
圏
べ
曽
亀
は
名
の
七
と
云
澪
恥

七
国
艮
阿
閥
如
来
擬
菓
実
経
に
国
、
東
方
不
動
如
来
の
三
昧
に
入
っ
て
常
に
ウ
ン
字
を
観
ず
ぺ
吃

十
三
回
忌
大
日
如
来
大
日
経
に
日
、
無
量
倶
砥
劫
造
る
所
の
衆
罪
業
こ
の
尋
察
羅
を
見
れ
ば
生
滅
し
て
悉
く
余
り
無
し
。

三
士
二
回
昼
虚
空
蔵
萱
騨
礼
三
十
五
仏
名
経
に
曰
く
虚
空
蔵
を
と
な
え
る
者
は
、
四
重
五
逆
の
罪
悉
く
生
滅
し
、
三
業
の
過
皆
際
減
す

①
史
国
の
十
王
思
憩
．

「
第
一
の
七
日
は
秦
広
王
の
所
中
陰
に

重
ね
た
業
数

塵
山
の
よ
う
取
り
調
べ

三
第
二
の
七
日
は
初
江
王
の
所
亡
者
は
つ
い
に
奈
河
渡
る
大
勢

河
渡
り
ゆ
く

先
導
の
牛
頭
は
鉄
棒
鬼
卒
は
叉

腰
打
ち
た
た
く

曇
習
一
の
七
日
は
宋
帝
王
の
所
思
い
し
る
冥
途
の
長
さ

そ
の
険
し
さ
を

各
人
が
地
名
を
聞
い
て
、
ま
だ
こ
こ
か
五
官
王
へ
と
送
ら
れ

『
第
四
の
七
日
は
五
官
王
の
所
秤
に
業
は
か
る
、
左
右
の
童
子
書
き
し
る
す
業
罪
の
軽
重
決
め
る
は
自
分
の
昔
の
所
業
そ
れ
だ
け

「
第
五
の
七
日
は
閤
羅
王
の
所
怒
声
や
む

恨
み
の
こ
こ
ろ

業
写
す
鏡

見
せ
ら
れ
て

や
っ
と
気
が
つ
く

生
前
し
た
こ
と

露
丞
ハ
の
七
日
は
変
成
王
の
所
恐
怖
が
せ
ま
り

愚
を
諭
さ
れ
る

ほ
と
け
の
功
徳

そ
の
カ
ゴ
ー
ル
は
天
界

そ
れ
と
も
地
獄
か

【
第
七
の
七
日
は
大
山
王
の
所
冥
途
に
入
り
て
善
行
の
判
決
ま
だ
ま
だ

未
砲
定

亡
者
に
も
た
ら
す

追
善
あ
る
な
ら

「
第
八
に
百
日
目
は
平
等
王
の
所

百
日
た
っ
て
も
苦
は
止
ま
ぬ

手
柳
足
柳
汝
等
が
追
善
作
善
な
す
な
ら
ば

そ
の
善
行
に
よ
り
生
天
？

【
第
九
の
一
年
目
は
都
市
王
の
所
辛
苦
た
り
男
女
も
と
も
に
福
業
積
め
よ
六
道
の
輪
廻
の
行
き
先
ま
だ
、
未
定
造
経
造
仏
で
、
迷
津
を
脱
出

弓
第
十
に
、
三
年
に
達
し
た
ら
五
道
転
輪
王
の
駈
二
度
目
の

関
所
盈
嘩
え
て

こ
こ
に
来
た

悪
人
ど
も
は
追
善
た
よ
れ

不
善
な
す

者
ど
も
、
生
ま
れ

替
わ
っ
て
も

千
日
も
た
ず
す
ぐ
に
落
命
十
度
の
斎
を
憲
率
す
独
厩
そ
の
者
は
生
天
し
ま
す
．

不
動
明
王
・
釈
迦
如
来
・
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
・
地
蔵
菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
・
薬
師
如
来
・
観
宰
塁
菅
薩
・
勢
至
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来

年
忌
に
つ
い
て

爾
寵
獺
蔵
琴
薩
発
心
因
耀
十
主
経
・
成
型
肘
天
聖
悪
恩
寺
沙
門
蕊
型
豊

二
霞
累
七

一
の
七
・
名
の
七

七
七
日
忌

数
の
七

二
の
七
・
名
の
七

七
周
忌

数
の
七

①
②
倒
哩
⑤
⑨
⑦

三
の
七
・
数
の
七

十
三
回
忌

⑦
⑨
⑨
⑩
哩
哩
哩

四
の
七
・
名
の
七

十
七
回
忌

五
の
七
・
数
の
七

二
十
三
回
忌
⑰
⑱
圃
圃
⑳
図
⑳

六
の
七
・
名
の
七

二
十
七
回
忌

弔
い
上
げ

七
の
七
・
数
の
七

三
十
三
回
忌
⑰
碗
鰯
⑳
幽
廻
⑳

正
一
霞
芳
窪
職
呉
定
明

合
掌

初
七
日
健
命
日
を
第
一
日
と

数
え
た
第
七
日
、
つ
ま
り
、

命
日
の
六
日
後
で
あ
々

二
十
五
回
忌
・
六
十
一
回
忌

七
の
霊
数

四
九
日
・
イ
ン
ド
・

輪
廻
転
生
、
六
道

一
周
忌
・
三
回
忌
・

儒
錘
路
鰹
楓


